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例を対象としている。著者はコントロール症例において、努力はしたものの age matched control が得ら






 著者は得られたサンプルから、フローサイトメトリーを用いて CD4陽性リンパ球に占める Treg細胞




使用し、Mann-Whitney testを用いて P<0.05を有意差ありとした。 
 
（結果）  
胆道閉鎖症群では CD4+細胞に占める total Treg細胞、active Treg細胞の割合は末梢血よりも肝門部リ
ンパ節で高かった (それぞれ P<0.001, P=0.001)。一方、同様にコントロール群でも末梢血より肝門部リ
ンパ節への total Treg細胞、active Treg細胞の集簇傾向がみられるが、肝門部／末梢血の active/total Treg
細胞の割合比率は、胆道閉鎖症群（3.1）がコントロール群（1.6）の約 2倍（P=0.03）の値を示した。つ









Treg細胞を減少させる原因として Cytomegalo virus 感染などのウイルス感染が提唱されていたが、著者
は全ての症例で Cytomegalo virusの感染は指摘できなかったと報告している。 




















平成 29年 6月 30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
